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に数多 くの作品を残 している。特に晩年の風景画 「ダンドリット」は独特で、後のシュルレア リ
スムの画家たちが主張した 「偶然」や 「無意識」を連想させる。
　夢想癖のあったサ ンドは子どもの頃、母が読む物語を聞 くうちに緑色の火よけ衝立の上に様 々
な映像を見た。このことが後の芸術創造に影響した。また少女時代の作品に、「ロールシャッハ
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はじめに
　 ジ ョル ジ ュ ・サ ン ドは子供の頃か らデ ッサ ンや水彩画に親 しみ、全生涯の間に数多 くの作品
を残 してい る。花や鳥な どの静物画、身近な人 々の 肖像画や カ リカチ ュア、風景画を描 き、 ま
た 小説 家 に な る前 は画家 を志望 した 時期 もあ った 。晩 年 の童 話『 ピ ク トルデ ュの館 』Le
Chateau de Pictordu(1873)には、幼 くして死に別れた顔 も知 らない母の 肖像を何 も見ずに描 き、
肖像画家 として 自立す る少女 を ヒロイ ンと して登場 させてい る。そ のほか 『モザイ ク師』Les
Maitres Mosaistes(1838)、『オ ラース』Horace(1842)、『アン トニア』Antonia(1863)などの作
品の中で、画家、絵画、芸術な どの問題を取 り扱 ってい る。 この よ うに絵画はサ ン ドに とって
小説作品 とも関連 し、重要な意味を持つ ものであ るが、従来サ ン ド自身が描いたデ ッサ ンや水
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彩 などの絵画 に関 しては取 り上げ られ ることが少 なか った。 ところが、2004年の生誕200年記
念を期に、サ ン ドに対す る関心が高 ま り、従来の小説研究に加えて、音楽や演劇、 マ リオネ ヅ
トな どを含む芸術面全体に光が当て られ ると同時に、サ ン ドが描いた絵画や、当時交流のあ っ
た画家の絵を含む画集な ども出版 されたのであ る)。
　2004年のパ リではサ ン ドの写真を使 った ポスターや、 ドラ クロワの花束の絵に よるポスター
(図1)が 街 を飾 った)。 ドラクロ ワには シ ョパ ンの有 名な 肖像画があ る(図2)。元 は ピアノ
を弾 くシ ョパ ンの背後で、恋人であ るサ ン ドがその音色に聞 き入 ってい る構図の、二重の 肖像
画で あった)。 この絵 は もともと未完成で、 ドラクロワの生前は未公開 であ り、 ア トリエの戸
棚の中に長年忘れ られていたが、1863年の彼の死後、二つに切 り分け られ、 シ 。パ ンの 肖像は
ル ーヴル美術館へ、サ ン ドの ものは コペ ンハ ーゲ ンの美術館へ と、別 々の場所に所蔵 された。
なぜ一枚の絵が2枚 に切 られて しまったのか、経済的な理 由か らか、それ ともシ ョパ ンと母の
交際を快 く思わない息子の モー リスがそ うさせたのか、諸説あ るが明 らかではない。いずれに
せ よ、 シ ョパ ンとサ ン ドの別れを暗示 してい るかの よ うに、別 々にな って しまった ドラク ロワ
の2枚 の肖像 画が、生誕200年の この年初 めて、 ロマンチ ック博物 館に二つ並べ られ た ところ
を見 ることがで きたのであ る。
　 ジ ョル ジ ュ ・サ ン ドにおけ る絵画については、 この花束の絵の ポスターや、 シ ョパ ン ・サ ン
ドの 肖像画が物語 るよ うに、友人であ った ドラ クロワの ことは抜 きにす ることは 出来ないであ
ろ う。 またサ ン ドの息子 モー リスは画家であ ったが、1838年、 ドラク ロワが開設 したばか りの
ア トリエに弟子入 りを してい る。そのほかサ ン ドの交流関係は実に幅広 く、 シ ョパ ン、 リス ト
などの音楽家、 ミュ ッセ、バルザ ックや、 ユゴー、 デュマ ・フ ィス、 フ ロベ ールな どの作家や、
ラムネー、ルル ーな どの思想家、 さらに画家、挿絵画家、 また彫刻家 とい った数多 くの芸術家
がいた。 テオ ドール ・ル ソー、 ウージェーヌ ・ラ ンベ ール、 コ ローや ジュール ・デ ュプ レな ど
の画家 とも交流があ った。
　サ ン ドの デ ッサ ンや水彩画が所蔵 されてい る場所は、故郷の ノアンの館(国 有の建造物にな
ってい る)、パ リの ロマ ンチ ック博物館 のほか 、サ ン ドの故郷 の町 ラ ・シ ャー トルの博物 館、
国立図書館、 メ ゾン ・ド・バルザ ック、そ してサ ン ドが晩年に愛人の マンソーとともに過 ご し
た ガル ジ レスの別荘な どであ る。 フランスの小 スイスといわれ るガル ジ レスの別荘では、サ ン
ドは息子 モー リスとともに蝶を採集 した り、石の収集、植物採集な ど、 自然科学に関す る興味
を広げた一時期を過 ご してい る。
　特にサ ン ドが晩年に熱 中 した 「ダ ン ドリッ ト」(dendrite)は、後 にシ ュル レア リス ムの作
家や画家が主張 した 〈偶然〉や 〈無意識〉を連想 させ る特殊 な手法に よる絵画で、彼女が独 自
に考案、発展 させた ものであ る。サ ン ドと絵画については、 この 「ダン ドリッ ト」ゆえに今 日
注 目を浴び るよ うにな った とい って も過言ではない。サ ン ドに とって絵画 とは一体何であ った
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　子供 の 頃か ら夢 想癖 のあ った サ ン ドは 自伝 的作 品『 わ が生 涯 の記 』Histoire de ma vie
(1854-1855)の中で 「幼い時か ら、私は 自分の好みの ままに心の中の世界、空想的な世界、詩
的 な世界 を作 りた い欲 求が あ った)。」 と述 べ ている。 そ して、 その夢想 が、 あ る 日暖炉 の前
の 「緑色の タフタの火 よけ衝立」に次 々とイ メージとな って浮かんで きた ことがあ った。それ
はサ ン ドが7歳 にな ったばか りの頃の ことであ る。暖炉の前で母 ソフ ィか ら ド・ジャン リス夫
人の 「館の夜の集い』Veillees du chateau(1784)や、そのほかの物語を読んで もらっていた。
母の声 を聞 く うち、「精神 的な まどろみ」 に導 かれ、緑色 のタ フタのついた火 よけ衝立 の上 に
小 さな星が見え、様 々な映像が現れた。森や、牧場、川、 巨大な建物のあ る町、庭、何千羽 も
の鳥、バ ラの花 々、特に青いバ ラの花、そのほかあ らゆ る空想の物語が 目に見え る形 とな り、
サ ン ドはその不思議の世界に うっと りと身を任せていた。 しか し、あ ま りに もこの幻影が リア
ルにな ったため恐怖感の よ うな ものを覚えたサ ン ドは母にそれ らが見えてい るか ど うか尋ね る。
「青い大 きな 山々があ る」 と言い張 るサ ン ドを、母はひ ざの上で揺 さぶ って、歌を歌 ってわれ
に返 るよ うに したのであ った。サ ン ドが後に繰 り返 し描 くことにな るのは この ときの青い山 々
の記憶なのであ る)。
　サ ン ドの この よ うな空想趣味 は母親 の影響で あった。 『我が生涯 の記』に よれば、彼 女の母
は習わず して絵画を上手に描 き、巧みな刺繍の才能があ った とい う。理性的な祖母 と違 って、
妖精が この世にいないな どとは言わなか った。 また美 しい雲、 きらめ く日差 し、水の流れな ど
を見 る と、 「ほ らこ こに こんなに美 しい ものがあ るよ くごらんな さい」 と言 って幼 いサ ン ドに
美に関す る意識 を教 えた とい う)。サ ン ドにおけ る絵 画 もこの母の最初 の教育 と深 く関わ って
い る。
　母 ソフ ィは貧 しいパ リの小鳥屋の娘で、 ポーラ ン ド王の血を引 く貴族であ るサ ン ドの父 との
結婚は階級を超えた ものであ った。サ ン ドは この両親の結婚を理想的な もの と して、 しば しば
小説の テーマと した。いわゆ る 「社会主義小説」 と呼ばれ る一群の作品の中には と くに 「結婚
に よる階級の融和」 とい う主題が現れ るが、その思想の源泉には、両親の階級を超えた結婚が
あ ったのであ る。 しか し、父はサ ン ドが4歳 の ときに馬車の事故で亡 くな り、母はサ ン ドを置
い てパ リに 出てい って しま う。 この ことが原 因でサ ン ドは遠 くに離れ て いる母 に対 しいつ も
「不幸な情念」の よ うな ものを持た ざるを得なか った。幼いサ ン ドに とって母のいない生活は
耐えがた く、 ます ます空想癖の強い子供 とな る。 ジ ョル ジュ ・サ ン ドの芸術創造の源泉には、
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失われた母 と子の一体感を取 り戻 したい とい う切な る願いがあ ったのではないだ ろ うか。
　 19世紀には、上流階級の子女が教養 と して絵画を学ぶ習慣があ った。サ ン ドも子供の頃は ダ
ンスや ピアノのほかに絵の先生の レッスンも受けていた。 もっともこ うしたお稽古事は、ベ ア
トリス ・デ ィデ ィエに よると、それは どれひ とつ と して女性が職業 と して生活 していけ るほ ど
の ものではな く、通 り一遍の もので あ った)。 サ ン ドの場 合 もおそ ら くそ の域 を出なか った。
しか し、 この よ うに幼い ときか らデ ッサ ンや、水彩画な どに親 しんだ ことが、生涯にわた って
絵を描 くことの 出発点にな った と言え るであ ろ う。芸術に関す るお稽古のほか、父の代か らの
家庭教師の デシャル トルが フランス語、 ギ リシア語、 ラテン語を始め数学、物理、歴史な どの
各教科を教え、祖母 デュパ ン夫人は、言葉遣いか ら立 ち居振 る舞いにいた るまで貴族 と しての
厳 しい しつけを孫に課 したのであ る。
田舎の私の部屋には若い ときの オ ロール ・ド・ケーニヒスマル クの輝 くばか りの美 しさに
あふれた 肖像画があ りま した。その横にはその息子 モー リス ・ド・サ ックスの ラ トゥール
に よる美 しいパ ステル画 もあ りま した)。
　ノアンの館には祖母デ ュパン夫人(オ ロール ・ド・ケーニヒスマルク)の美 しい肖像画もあ
れば、彼女が孫のサ ンドを描いた絵 も一枚残っていた(図3)。 こうした環境の中でサン ド自
身子供時代に、祖母や、母の連れ子で父の違 う姉カロリーヌや友達など、身近な人のデ ヅサン
を し、時にはそれを贈 り物にすることもあった。写真のない時代で、肖像画は写真の代わ りの
役割を果た していたのであろう。
　子供時代のサ ンドは、身分の低い母と貴族である祖母との間で引き裂かれ、その教育も二つ
の階級の間で揺れ動いた。絵画に関 しては結局、母が暖炉の前で読んで くれた妖精物語、そ し
て緑の衝立の上に見た様々なイメージが、祖母の与えた貴族教育よりも大きな影響を与えたと
いえる。ノアンでの子供時代はまた村の子供たちと野原を駆け巡って遊んだ時代でもあった。
しか し、母 ソフィを快 く思わないデュパン夫人は、悪口を言ってサン ドの心を傷つけ、次第に
反抗的になったサ ンドはついにパ リのイギリス系女子修道院に入れられることになる。
　1817年秋から1820年4月にかけて、修道院では特に英語とイタリア語とデ ッサンを学んだ。




頭 したサン ドは次第に神秘的な思想に深 く引かれていった。あまりにも孫が狂信的になること
を恐れ、その将来を心配 した年老いた祖母は、自分が死ぬまでに彼女を結婚させたいと願いノ
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アンに連れ戻す。
　 同時期 にサ ン ドが描いた興味深 い絵 画作品のひ とつ として、「ロール シ ャッハテス ト」そ っ
く りの 「折 り紙 に よる偶然 の染 み」(図4)が あ る)。 ロール シャ ッハは折 り紙 の染 みの解 釈
を患者の心理 テス トに応用 した ことで知 られ てい る)。 もちろんサ ン ドの場 合それ よ りず っと
前の時代にな り、製作 した 日付はは っき りしていないが、1820年か ら1825年頃に描かれた もの
とされ ている。サ ン ドは このデ ッサ ンを1873年に孫娘 の オ ロールへの贈 り物 として作 った ア
ルバ ムの最初の裏ペ ージに糊付け してい る。デザイ ンが シンメ トリーにな ってい るのは、水彩
絵の具を含 ませた紙を二つに折 りたたむ ことで 出来た模様だか らであ る。中央の上部に人物の
顔があ り、 目や 口、髪の毛は筆で付け加え られてい る。 この人物がかぶ ってい るのは僧侶の帽






　 19世紀 は 「折 り紙に よる染み」〈tache-pliages>が多様 化 し、 この遊 びは ビク トル ・ユ ゴー
が生涯にわた って行 った。1850年代には インク模様を染 ませた紙を折 り曲げ、 さらにその上に
ペ ン入れ を したデ カル コマニーに よる 「紋章風 の頂飾 り」(図5)と い う作品 な どが あ る。 し
か し、彼に とって染み は 〈table　tournant>(こっく りさん)の テ ーブルの よ うに現 実の具体的
な言葉を持 った もので、た とえば死者 と交信 し、未来を 占 う降霊術に近い ものであ った)。
　ベ ルナ ダ ックに よれば折 り紙の染み は、 ドイ ツ ・ロマ ン派の詩人 ジ ュステ ィニ ュス ・ケル
ナーが数 多 く製作 し、それ を 「クレクソグラフ ィ」《Klecksographies》と名づけてい る。 ノア
ンで も何度かその催 しがあ ったが、 ユゴーもサ ン ドもおそ ら く知 らなか っただ ろ うとベル ナダ
ックは言 ってい る)。 ベルナ ダ ヅクは さらに、 自然の中に 「偶 然見つけたイ メージ」について、













そのほか手書きによる左右対称の絵画をサン ドは しば しば描いている。た とえば「ファンタジー
の城」 と題された作品がある(図6))。妖精物語が子供の頃か ら好 きであったサ ンドがお城
の挿絵をモデルとして模写 した ものである(1820～1825年)。空想的な作品であるとい うこと
と、城が水に映 り、左右対称の影を落としていることが注目される。水に映る山は、実際にも
同じ山の陰を映 し対象をなすことは当然のことであるが、サン ドの場合それを意図 して絵画の
中に描いてお り、晩年のダンドリットにも同様の傾向が認められる。たとえば水に影を落とし
た島(図7))の ダン ドリットは、ある意味ではこの折 り紙による絵にきわめて よく似ている。
なぜならダン ドリットとは紙の上に絵の具をつけ、その うえにもう一枚の厚紙を押 し付けて得
た偶然の染みを生か して描 く手法であるから、二枚の紙を押 し付けるとい う点では 「折 り紙に
よる染み」と共通 している。
志
(図7)サ ン ド 「水 の 中 の 岩 島 」(晩 年)
　 　 　 ダ ン ドリッ トと水 彩 、 パ リ、 個 人蔵
(図6)サ ン ド 「フ ァ ン タ ジ ーの 城 」
　 　 　 パ リ、 個 人 蔵
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2.ピ レネ ー、 パ リ
　 1822年、18歳にな ったサ ン ドは、退役軍人の カジ ミール ・デ ュ ドヴ ァン男爵 と結婚す る。狩
や地方政治の こと しか興味を持たず、凡庸で、 ピアノの音を聞 くと逃げ 出 して しま うよ うな人
物で、サ ン ドとは まった く相性が悪 く、 この結婚は不幸な ものであ った。息子が生 まれ るがす
ぐに倦怠感に見舞われ る。そ こで気晴 ら しに 出かけた保養地の ピレネ ーで、サ ン ドは ボル ドー
の司法官であ るオー レリアン ・ド・セーズとい う理想的な人物にめ ぐり会 う。 ともにル ソーの
「新エ ロイ ーズ』を好み、高い教養を持 ち、音楽や デ ッサ ンの趣味 も共通 していた。長年 手紙
をや り取 りしサ ン ドは ロマ ンチ ックな恋に酔い しれ る。 しか しこの プラ トニ ック ・ラブはつい
に別れを迎え る。
　サ ン ドが夫 とオー レリヤ ンと三人 でルル ドの洞窟 に遠足 に行 った ときの一枚 の絵画が あ る
(図8))。サ ン ドに よれば この洞窟の前 で別れ を告 げた とき、 オー レリヤ ンが彼女 に永遠 の
愛を誓 った とい う。 オー レリヤンとの思い 出の場所であ るこの洞窟の光景は、サ ン ドに とって
生涯忘れ られない もの とな る。 オー レリヤンは、 ミュ ッセや シ ョパ ンの よ うな有名人ではなか
ったため、影響は彼 らほ ど問題に されないが、デ ヴ ュー作『 アンデ ィヤナ』において ヒ ロイ ン
を裏切 る社交界の美男子 レイモン ・ド・ラ ミエ ールの モデルにな った。彼に 出会 った ピ レネ ー
の 山は、地底の クリスタルの夢想を描いた晩年の作品『 ローラ』に繋が ってい く。 この頃のサ
ン ドに とって絵画は過去の記憶 と結びつ き、心の 内面を映す鏡の よ うな ものであ り、いわば青
春時代の記念碑的な ものであ るといえ るだ ろ う。
　 1830年、サ ン ドは夫 と別れ、パ リで新たな生活を開始す る。 自立 し生活費を稼 ぐため、サ ン
ドは最初画家にな ろ うと考え る。当時流行 していた温泉地 スパ(フ ランス北東部の町)の 工芸
品で、手袋や タバ コを入れ る箱、小物入れな どに美 しい絵を施す ことを試み る。 また 肖像画 も
試み、 この頃の ことが、晩年 の童話『 ピク トルデ ュの館』 の少女 デイア ー ヌに投影 され てい る。
しか し、 スパの煙草入れに絵を描 くことに限界を感 じたのか、 これを断念す る。そ して 『アン
デ ィヤナ』Indiana(1832)の大成功に よ り、一躍流行作家 とな ったのであ る。彼 女は 「早 く、
容易に、長い こと疲れ もせず書 くことが 出来 る」)と い う類稀な才能に恵 まれていた。絵を描
くことは放棄 したわけではなか ったが、その代わ りに息子の モー リスを画家に させ よ うと努め
た。
3.カ リカ チ ュア 、 ドラ ク ロ ワ
　ロマン主義時代は 「肖像画家」と 「カリカチ ュア画家」が時代の王座を占めていた。ジャー
ナリズムが発展 したこの時代に活躍 したサ ンドは女性としておそらく最も多 くの肖像を描かれ
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た人物であ ろ う。彫像 もい くつ もあ るが、その一つに彫刻家であ った娘婿の オーギ ュス ト・ク
レザ ンジ ェが製作 したサ ン ドの胸 像があ り、 これ は2004年の生誕二 百年を記念 して ノアンの
館に移 された。 また写真家の ナダール とも交流があ ったため、数多 くの写真 も残 ってい る。
　サ ン ドはパ リに出て くるまでは、 「近代絵画」 につい ては何 も知 らなか った。 しか し、パ リ
ではサ ロンに 出入 りし、展覧会にたびたび行 くとい う生活が始 まった。 ロマン派の 巨匠 ドラ ク
ロワとの 出会いが、 アカデ ミックな絵画に対す る趣味を決定的な ものに し、サ ン ドは生涯 こ う
した興味を持 ち続け る。 ドラク ロワが ヌーブ ・ギル マン通 りに開いたばか りの ア トリエに、サ
ン ドの息子が通い始めたのは、1838年、彼が15歳の ときであ った。母のペ ンネ ームを とって、
名前を モー リス ・サ ン ドと した。
　 ドラク ロワは シ ョパ ンとサ ン ドの共通の友人であ った。1842年か ら1846年、 ノアンに数回滞
在 し、彼 が庭 で絵 を描 いてい る間 に、 シ ョパ ンが ピアノを弾いて いた とい うこともあ った。
1838年にサ ン ドは、故郷 ノアンで シ ョパ ンと ドラク ロワを含む友人た ちに囲 まれたユ ーモ ワあ
ふれ る扇の絵(ロ マンチ ック博物館所蔵)を オーギュス ト・シャルパ ンチエ とともに製作 して
い る(図9)。 彼女が描 いたのは人物 のカ リカチ ュ ワでは な く、 背景 と して ノア ンの風 景であ
る。中央に羊飼いの ニンフ(水 の精)の 姿を したサ ン ド、そのひ ざの上で と りことな ってい る
のが鳥の シ ョパ ン、左は胱惚 と してい る リス ト、その光景を、尊大な 目つ きで見下 ろ し、主題
を考察 してい るのが、 ドラ クロワであ る。サ ン ドの娘は ライ オンに、息子の モー リスは裸で、
天使の羽をつけてい る。 この ア レゴ リックな 田園風景は、 ノアンの ロマン主義的な オアシスと
い うフ ィクシ ョンを表わ してい るが、実は しば しば この オアシスは理想に反 して皮 肉な ものに
なっていた とい う風刺であ る。 しか し、サ ン ド自身が この背景を描いた とい うのが驚 きであ る。
彼女にはその よ うな風刺に反発す るどころか、面 白が っていたふ しがあ るのだ。サ ン ドは この
扇の カ リカチ ュアが、 シ ョパ ン、 ドラ クロア、 リス トな ど天才的な芸術家を描いた絵であ るこ
とに満足だ ったに違いない。
　 ジ ョル ジュ ・サ ン ドが ドラク ロワに初めて 出会 ったのは、 ロマン派詩人 アル フ レッ ド・ド・
ミュッセとの決別の直後の1834年ことであ った。以来1863年に ドラク ロワが亡 くな るまで、サ
ン ドは この画家 に 「曇 りのない友情 」(amitie　sans　nuage)を抱 き続け、　『我 が生涯 の記 』で次
の よ うに述べてい る)。
ウージェーヌ ・ドラク ロワは芸術の世界でで きた私の最初の友人の一人であ った。そ して
私は なお彼 を旧友の中に数 える ことがで きるのは幸 せであ る。[ε]私 に とって、彼 は当
代切 っての芸術家であ った。そ して過去の 巨匠た ちと比べて も、彼は絵画の歴史で一流の
巨匠の一人 と して留 まるであ ろ う。
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　 ドラ クロワは 出版者の フラン ソワ ・ビュ ローズに頼 まれて 『両世界評論』誌のために、サ ン
ドの 肖像を描 くことにな ったのであ る。黒い髪の毛を切 って ミュ ッセに贈 ったため、 きわめて
髪が短 くな り憂いを帯びた、男装のサ ン ド像であ る。 ドラク ロワに よるサ ン ドの 肖像画は後に
モー リス ・サ ン ドの妻 とな る リーナ ・カラマ ッタの父ル イジ ・カラマ ッタに よって版画にな っ
てい る)。
　サ ン ドの故郷 ノアンの館には ドラク ロワの ア トリエがあ り、 シ ョパ ンを交えて音楽、絵画、
芸術の議論に花を咲かせた時期があ った。サ ン ドと ドラク ロワは、互いに影響 しあい、 ともに
作品を生み 出 してい る。では次にサ ン ドと ドラク ロワの関係を示すい くつかの絵画について見
てみ よ う。
「ア ンデ ィヤナ』:サ ン ドの初期の代表作 に、 ドラク ロワは ヒロイ ンの召使の ヌンが 入水 自殺
し、水に漂 ってい る場面の挿絵を描いてい る。
「レリヤ』:パステル、 これ を ドラクロワは1852年12月 にサ ン ドに贈 ってい る。画家がサ ン
ドの小説に触発 されて描いた ものであ る。
『キ オス島の虐殺 』:この作品は実際 に起 こったギ リシアのキオス島での事件を描 いた もので、
発表当時物議をか も した問題作であ る。 この作品 とサ ン ドの関係については、サ ン ドの『 マテ
ア』Mattea,(1835年)とい う作品 の最終部 分におい て、 キオ ス島の民族 衣装を身 に着 けた ヒ
ロイ ンが登場す るところが一致 してい る。 明らかに ドラ クロワの 『キ オス島の虐殺』を意識 し
てい ると思われ る。
「花壇』:サ ン ドにはさま ざまな趣味が あ った。散 歩、川 での水泳 、料 理、そ して裁縫。 人形
劇の衣装 も自分で縫 っていた。刺繍 も好 きで、 ドラク ロワのベ レー帽のサイ ズを直 し、そ こに
刺繍 した こともあ る。 こ うした趣味の中で も特にお気に入 りは ガーデ ニングであ った。 ノアン
の庭に花を咲かせ、果物を実 らせた。サ ン ドは ドラ クロワの スケ ッチに配慮 して丹精 した花 々
を提供す ることもあ った。 ドラク ロワの作品の中では花は珍 しいが、 この時期に 「紫陽花、薔
薇、青 い ツルポ、赤い アネモネ」 な どの花 々を描 いた鉛筆 と水彩に よる習作 があ る(図10)。
サ ン ドに も花束 を描いた ものが あるが、時期は 明らか ではない(図11)。 しか し両者 は、 ピン
ク、青、赤な ど色合いが極めて よ く似てい る。サ ン ドが晩年に描いた 「ダン ドリッ ト」の基調
をなす、緑色や茶色の色彩に比べれば、 この頃サ ン ドの描いた花は色鮮やかであ り、明 らかに
「色彩」の ドラク ロワの影響があ ったのではないか と思われ る)。
　サ ン ドは子供の頃か ら花が好 きで水彩画を よ く描いてい る。た とえばチ ュー リップの水彩画
があ るが、絵の下のほ うにサイ ンの よ うに、鳥の群れを配置 してい る。パ リの小鳥屋の孫娘で
あ ったサ ン ドは幼い頃か ら小鳥を偏愛 していた。そ して晩年の童話集『 祖母の物語』に も鳥を
扱 った 「勇気の翼」があ る。鳥の中に 自己の アイデ ンテ ィテ ィを認めていたのであ る。
　特に ノア ンで描かれた『 聖母の教育』（L'Education de la Vierge,(1842年)(図12)は、二人の
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交流を示す最 も重要な作品であ る。 ノアンに最初に滞在 した1842年6月のあ る日、 ドラク ロワ
は散歩中、感動的な光景を見た。それは年老いた農家の女性が、木の幹に腰掛け、孫娘に本を
朗読 してや ってい る様子であ った。二人の姿を彼は影か ら 目撃 し、心を動か された。帰宅す る
とす ぐモー リスにキ ャンバ スにな る布を求めた。 ところが画布がなか ったため、彼が用意 した
のは化粧室にあ ったサ ン ドの コル セ ッ ト用の布であ った。 またパ リか ら、 これを描 くのに必要
な 白、黄、赤、黒、青な どの絵の具を送 らせ ている)。 この絵 は、聖 アンナが守護聖 人 とな っ
てい る村の教会のために描かれたが、サ ン ドに献呈 され る。 したが って、教会用には モー リス
が ドラ クロワの絵を模写す ることとな った。サ ン ドは この絵について ドラク ロワに 「私は聖 ア
ンナと幼い聖母を見てい ると再び元気にな ります。気力を失 ってい るとき、私はそ っと目をや
ります。生 き生 きと して素朴で純粋であ るため、新たな気持 ちが蘇 り、 また仕事を始め ること
がで きます。」(1842年7月14日の ドラク ロワ宛の手紙))と 言 ってい る。
　 1845年のサ ロンに、 ドラク ロワは 『聖母の教育』をサ ン ドの許可を得て 出品す る。 しか し賞
を逃 し、 この絵は また ノアンに戻 って くる。その後 ドラク ロワは友人の シ ョパ ンがサ ン ドと別
れてか らは次第に距離を置 くよ うにな った。 シ ョパ ンは1849年に亡 くな ってい る。
　 ドラク ロワは11年後の1853年に『 聖母の教育』を少 し小 さいサ イズで も う一枚製作す る(図
13)。これは東京、上 野の国立西洋美術館 に所 蔵 されて いる。 この2枚 を比較す る とい くつか
の違 いがあ る ことが分か る。 前景 に犬 が加わ ってい る ことが一 目瞭然 で あるが、そ の他 に も
「空、木、服の色、聖母の靴、足、犬、花籠、二人の表情、肩を抱え る手」な どが違 ってい る。
なぜなのだ ろ うか。最初農婦の老女 と子供の素朴な光景に感動 した ことが この絵を描 くことの
きっかけであ った。人物中心の絵であ った。 しか し、11年後には、 この作品は ノアンのサ ン ド
の庭の風景に も重点が置かれてい るよ うに思われ る。心な しか、聖 アンナにはサ ン ドの面影が
あ り、サ ン ドが孫娘に教育を施 してい る様子ではないか とす ら考え られ るほ どであ る。木 々は
ノアンの森の木であ り、犬は犬好 きのサ ン ドの飼い犬であ り、花籠は ドラク ロワのためにサ ン
ドが よ く摘んで くれていた花を入れ る籠だ ったのか も しれない。 この よ うに描 くことで、絵を
鑑賞す る一般の人 々の関心を引 くと考えたのではないだ ろ うか。あ るいは長い年 月がた って、
ドラク ロワの脳裏に残 ったイ メージが1853年の作品 とな ったのであ ろ う)。
　 1863年ドラク ロワが亡 くな って一年後、サ ン ドが所有 していた『 聖母の教育』は、 モー リス
の経済的理 由とい う口実のため競売に 出され る。 しか し、満足のい く金額に達 しなか ったため、
サ ン ドは この思い 出の作品を売 ることを断念す る。そ の2年 後、富裕な両替商のエ ドゥワール ・
ロ ドリーグに頼み5000フランで売却 した(目 安 と して、1フ ランを500円で計算す る と250万円
とな る))。
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4.風 景 画 、 コ ロー
　風景画 の流行 は19世紀 において、 「汽車」 の開通に伴 い、人 々の関心が旅行 に向か った こと
と関連 してい る。画家は ア トリエを 出て、 自然の風景を描 き始めた。画家の描いた風景画を求
め る人 々の行為は、旅に 出て旅先の景色の 「絵葉書」を記念に買い求め るのに似てい る。印象
派の絵画に風景画が 多いのは時代の要請に従 っていたか らであ る。 こ うした風景画の先駆 者の
一人に コ ロー(1796-1875)がい る。
　サ ン ドは コ ローの絵が好 きであ った。サ ロンや展覧会に もよ く通 っていた。1868年5月7日
の リーナ(モ ー リスの妻、 イ タ リアの彫 版師 ルイ ジ ・カ ラマ ッタの娘)宛 の手 紙でサ ン ドは
「私は一 日サ ロンで過 ご しま した。 クールベの絵が一枚あ りま したがおなかの皮が よ じれ るほ
どおか しくて笑い ま した。それ につい ては、 それだけです。[...]すば ら しい コローの絵 が2
枚あ りま した。 とて も美 しい ドーヴ ィニーが2枚 。洗練 された大変独創的な フ ロマンタンの絵
が2枚 あ りま した)。」 と言 ってい る。
　 この展示会 で サ ン ドが 見た 「すば ら しい2枚 の コ ロー」 とは 「ヴ ィル ・ダ ヴ レの朝 」Un
matin a Ville d'Avray(図14)と「浅瀬 の渡 し、夕暮 れ」Le Passage du gue le soirで、当時、
批評家や1868年のサ ロンの訪問者を魅了 していた作品であ る。朝やタベの微妙な光の ニュアン
ス、水に映 った牛た ち、サ ン ドの好む要素が認め られ る。1875年6月1日の モー リス宛の手紙
では、 コローの展覧会に行 くつ も りであ ると述べ、 「私が コローの絵 に熱中 しているのを知 っ
て いるわね。 それ は理想 の ダ ン ドリッ トに似 てい ます 。」 また ア ン リ ・ア ミック宛 の手紙 に
「春 の朝 に恋 している この偉大 な巨匠が、私 は大好 きよ」 と書 いてい る)(下 線 は筆者 に よる)。
(図14)コロ ー 「ヴ ィル ・ダ ヴ レの 朝 」1868年
　 　 　 ル ー ア ン、 美 術博 物 館 蔵
(図15)サン ド 「湖 の ほ と りの イ タ リアの 村 」
　 　 　 パ リ、 個 人 蔵
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　サ ン ドは若い頃か ら人物画や静物画のほかに、 山や川、湖、船な どの風景を よ くスケ ッチ し
ていた。 また廃屋や都市の建物な どもあ り、 これ らの風景画が晩年の 「ダン ドリヅ ト」に発展
して いった。 ダン ドリッ トではないが、青い湖 の色 が印象的な一枚 の風景画 があ る。「湖のほ
と りのイタ リアの村」(図15)の風景 で、建物 が湖に映 っている。 サ ン ドのお気 に入 りの構 図
であ り、背景におな じみの 「青い 山々」が描かれてい る。ベル ナダ ックは この作品が1855年の
イタ リア旅行 と関連があ るか否か は不 明であ る としなが ら、「ダン ドリヅ ト」 の発見 以前 のお
そ ら く最後 の、古典的な手法 に よる作 品 と断定、「グア ヅシ ュで軽 くハイ ライ トを利 かせた水
彩画で、木 々の描 き方が少 々重い」 と述べてい る。 しか しこの木 々は うっそ うと しなだれかか
ってい るところが コ ローの木 々に似てい る。
　 ところで風景画の中心をなす 「自然」が文学の中で重要性を持つ よ うにな ったのは、18世紀
の ジャン ・ジャ ック ・ル ソーか らで、「自然 に還れ」(retour　a　la　nature)はル ソーの根本主張
を表す標語 であ る。彼に よれば、 「人間 は神 に造 られた ままの 自然 人 と しては、善 であ り、不
平等社会に入 ってか ら悪にな ったのであ るか ら、ひ とたび文化を棄てて 自然に還 った上で、改
めて平等 な社会契 約に も とつ く正 しい社 会 と政治 を築 きなお さなければ な らない。」 この よ う
なル ソーの主張は、 自然への復帰を強調 してい る点で次代の ロマン主義の文学や哲学に大 きな
影響を与えた。サ ン ドは 「ル ソーの娘」を 自称 してお り、彼女 もまた 自然に深い憧憬 と愛着を
持 っていた)。 彼 同様 に晩年 には植物採集 を し、そのほか石や化石を集めては分類す ることに
熱中 していた。 これに対 して、 ボー ドレールは 「自然」が嫌いであ った。 自然 よ り 「人工」の
ほ うを好 んだ。 「自然」 とは女性そ の ものであ り、 自然は なに もしていない とい う理 由で嫌 い
であ った)。 なぜ な ら彼 の生 き方 のモ ッ トーであ るダンデ ィス ムに反 す るか らであ る。彼 は従
ってル ソーもサ ン ドも否定 した。サ ン ドに対 して 『赤裸の心』　Mon coeur mis a nuに見 るよ う
に手厳 しい嫌悪の情を表 し、そのためサ ン ドの評価 も20世紀においては公正 さを欠 く結果 とな
らざるを得なか ったのであ る)。
　古典主義文学においては描かれなか った 自然は、サ ン ドの故郷の 田園を舞台 とす る小説や晩
年の童話の中に描かれ、 同時に彼女の デ ッサ ンや水彩画の テーマとな った。故郷ベ リー地方は、
荒 々 しさのない 自然豊かな土地であ り、 また民話や伝説の宝庫であ った。土地に まつわ る農民
の迷信や信仰が失われてい くことを残念に思 った ことか ら、息子に 田舎の風習や伝説を蒐 集 さ
せ、その一つが、 モー リスが挿絵を描 きサ ン ドが文章を書いて 出来上が った『 フランス田園伝
説集』Legende rustique(1858)であ る。ベ リー地方には、キ リス ト教以前の宗教であ る ドルイ
ド教の祭壇であ った メン ヒルや ドル メンとい った ケル トの痕跡が残 っていた。石に まつわ る話
が多 々あ り、その一つが村人を驚かす 「三人の石男」。「リュプー」は木や動物や家具に取 り付
く悪魔 で、木 に宿 ると旅人 を泉 に誘 い込 み死 に至 らせる。 「エタ ン ・ブ リスの修道士」 は婚 約
者た ちが 沼のほ と りに行 くと、 「蛭 と蛙 でい っぱいの髭 」、「火 の よ うな 目」を した怪奇 な破 戒
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その反キ リス ト教的、反合理主義的な農民の世界に深い共感を覚え、その中に詩情を感 じてい
た。サ ンドが晩年に描 くダンドリットには、小説の中におけると同様にこのような伝説をも含
むベ リー地方の自然の風景があったのである)(図16)。
(図16)睡蓮 の 花 咲 く沼:「 魔 の 沼 」 個 人 蔵
　 　 　 ダ ン ドリ ッ ト、 水 彩 、 グ ワ ヅシ ュ
(図17)「魔の沼」の写真
　　　 (2004年筆者撮影)
5.ダ ン ドリ ッ ト
　 1860年代か らサ ン ドは 「ダン ドリッ ト」 とい う手法を駆使 して絵画を描 くよ うにな った。す
なわ ち 「ダ ン ドリッ ト」 に よる画法 「ダン ドリタージ ュ」(dendritage)を考案 したのであ る。
では 「ダ ン ドリッ ト」 とは一体何であ ろ うか。辞書に よると、模樹石、樹枝石、化石樹、な ど
の訳語 がある。 この手法 に よる絵 画の特徴が、 「樹木模様」(arborization)がで る ところか ら、
この名前がついた。 しか し書簡の中に最初に この 「ダン ドリヅ ト」 とい う言葉が 出て くるのは
遅 く、1874年2月7日(エ ドモン ・プ ロシュ宛の手紙)で 「私は絵を描いて とて も楽 しんでい
ます。 そ して ダン ドリッ ト(リ トレを見て くだ さい)の 技術が大変 うま くな りま した)。」 と
語 ってい る。
　サ ン ドはそ の手紙 の中で、そ の手法 を 「圧縮水彩画」(auarelle　a　'ecrasage)と言 ってい る。
す なわ ち、 あ らか じめ紙 の上 に絵 の具を筆 でた らし染み(tache)をつけ、その上 に吸収性 の
強い厚紙(デ ッサ ンや名刺に使 う白い ブ リス トル紙を よ く使用)を 押 し付けて、偶然 出来た樹
木模様を生か して描 く手法の ことであ る。最初の試みはおそ ら く、 グア ヅシュの上に水を多め
にた ら しただけの ものだ ったか も しれない。その上に一つの色を配置 した り、多色の淡彩で陰
影を施 した りした。作業が成功す るか否かは、水の量の加減や、偶 然に よる。 この上に初めて
絵筆が加わ る。時 々サ ン ドは この後ぼ ろきれのバ レンで仕上げ、その後、紙を貼 り付けた り、
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はが した り(コ ラージュ、 デコラージュ)を 繰 り返 した こともあ った。中には乾燥 した海草を
絵に貼 り付けた作品 もあ る。〈Dendrite　sans　retouche>とい うのは、 まだ染みだけの段階で修
正を施 してない ものを言 う。孫た ちが手伝 って これを用意 した こともあ った。サ ン ドの死後に、
孫の オ ロールは まだ手をつけ ていない ダン ドリッ トの染 みの紙を遺品 の中に見 出 した。「ダン
ドリッ ト」の元にな るこれ らは 「抽象画」の よ うなであ るが、満足のい く景色を作 り出す こと
がで き成功す るよ り、む しろ完成 しなか った染みのほ うが 多か った とい う。 しか し、サ ン ドは
これ らの未完成 の もの も取 っておいた。 ポ ー リー ヌ ・ヴ ィヨ宛 の1874年3月15日の手紙 で、
「風景画を描 くためには解釈で きる結果を得 るまでに、多 くの努力が必要です。なぜな ら、 こ
れ ら(ダ ン ドリッ ト)の 結果の中に、雲の中に見 るよ うに人は何で もほ しい ものはすべて見 る
か らです)。」 とダ ン ドリッ トと向かい合 って苦闘 してい る様子が窺え る。
　若い頃は旅行が好 きで イタ リア、 スペ イン、 スイスな どの外国のほか、 オーヴェル ニュや ノ
ル マンデ ィー地方に も旅行 してい るが、 ノアンで過 ごす ことが多 くな った晩年 は、絵の中で回
想にふけ る旅 を していた。 シ ョパ ンが ノアンに いた1841年の夏は雨が降 り続 いていた。r私は
一 日に8時 間、 モー リスと頭をつ き合わせてデ ッサ ンを した り絵を描いた りしてい ます。彼は
人物を、私は植物 と動物です。その間 シ ョパ ンは彼の仕事を してい ますが 自分の ピアノに腹を
立ててい ます)。」
　晩年の ダ ン ドリッ トの中に この頃の絵(図18)と 類似 した ものがあ る。は るかな青い山 々、
空高 く雁の群れが旅立 ってい く。かつての絵 と違 ってい るのは、木 と島に少 しだけ ダン ドリヅ
トが施 され てい るところのみ(図19)。木 の位 置は反 対 であるが、構 図が きわめ て よく似 てい
る。 これは若い頃の作品を元に描いたに違 いない。 同 じく1841年ごろの ピラ ミッ ドの絵があ る。
サ ン ドは アフ リカには行 っていない。19世紀には、絵画や文学において異国趣味が流行 したが、
その影響であ ろ う。南国の鳥に も興味を持 ち何枚 も何枚 も色鮮やかな鳥を描いてい る。鳥は子




　 　 　 水 彩 、1841年頃 、 パ リ、 個 人 蔵
(図19)沼の 上 を 飛 ぶ 野 生 の 雁
　 　 　 ダ ン ド リ ッ トと水 彩 、 パ リ、 個 人 蔵
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　サ ン ドは晩年に3人 の孫を相次いで亡 くしてい る。その後 モー リスに オ ロール とガブ リエル
とい うが娘が生 まれ、祖母 と しての役割を果たす ことに喜びを見 出 してい る。1872年、サ ン ド
68歳。孫娘 たちの教育をかねて、13のコン トを語 って聞かせ雑誌 に掲載 し、後 に 『祖母 の物語』
(『ちい さな愛 の物語』)上下2巻 と して 出版す る。 まさにサ ン ドは孫娘に ドラク ロワの 『聖母
の教育』 さなが らの教育を していたのだ。『祖母 の物語』 の最初 の コン ト 『ピク トルデ ュの館』
で、サ ン ドはオ ロールに宛 てて次 の よ うな献辞 を書 いてい る。「大切 な ことは、妖精 が この世
にい るのか、いないのかを知 ることです。あなたは今不思議な ことが好 きな年 頃ですね。そ し
て私は不思議 なことが 自然界にあ ってほ しいのです。それはあなた も同 じで しょう。妖精はい
ると私はお もい ます よ。いないのな らば、妖精の話を してあげ られないで しょう35)。」
　サ ン ドの母が、幼いサ ン ドに妖精物語を読んで聞かせた よ うに、サ ン ドは毎晩孫た ちに コン
トを語 って聞かせた。 オ ロール と同様に、 ガブ リエルに も 『バ ラ色の雲』の献辞を書いてい る。
「かわいい ガブ リエル。お前のお姉 さんにお話を一つ書いてあげたか ら、お前に もこのお話を
して上げ ま しょう。来年にな らなければ読めないだ ろ うけ ど、それ まではお姉 さんの オ ロール
が読んで くれ ると思 う。・・・二人が全部、何の助け もな く分か るよ うにな る時、おそ ら く私は も
ういな くな ってい るで しょう。その とき、お前た ちを愛 したお祖母 さまの ことを思い 出 してほ
しい)。」
おわ りに
　晩年の童話集『 祖母の物語』は愛す る孫娘た ちに遺 したサ ン ドの遺言の よ うな ものであ った。
同様に ダ ン ドリッ トも孫娘宛の アルバ ムを飾 る贈 り物であ ったのであ る。その代表的な作品に
は、緑の 自然の中に、サ ン ドの孫の ロロ(オ ロール)と チチ ッ ト(ガブ リエル)そ して、 白い犬
の フ ァデが いる(図20))。 なぜ 犬なのだ ろ うか。 サ ン ドは大変な犬好 きで、初期作 品か ら晩
年の童話にいた るまで必ず とい っていいほ どよ く犬を登場 させてい る。 コン トの一つに 『犬 と
聖 なる花』Le Chien et la fleur sacree(1875)があ る。主人公はル シヤン氏すなわ ち 「犬氏」 とも
言 うべ きユーモラスな名前の持 ち主であ るが、 この人物は元は魚であ った。彼は魚の次に花に
な る。そ してあ る朝その花の茎か ら離れて蝶にな り、それか ら犬、次いで人間にな った。 この
コン トのモチー フについ て、サ ン ドは言 って いる。 「私 には とて も面 白い兄が いて し ょっち ゅ
うこん な風 に言 い ます。〈僕 が犬だ った・・・〉彼 は ご く最近 は人 間にな った と信 じてい るんで
す よ。私のほ うは 自分が植物か または石だ った と思い ます)。」
　最後の コン ト『埃の妖精』Fee Poussiere（1875)は「すべては埃か ら生 まれ、埃に帰 る」 とい
う不思議な テーマを扱 ってい る。 ここで、妖精は少女に 「埃は生命を得た後、死に ますが、そ
れは何 ら悲 しい ことではあ りません。私のお陰で死んだ後はいつ も、再び生命が始 まるのです
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か らね。」 と言 う。「自然」 とい う 「妖精」のお陰で、すべての ものは死んだ後再び新たな生命
が始 まる。埃か ら植物が発生 し、植物か ら動物が発生 し、動物か ら人間が発生す る。 こ うして
自然淘汰を繰 り返 しなが ら、すべては輪廻転生す る。初期作品以来、精神か 肉体かの二元論 的
問題で悩んだサ ン ドが、思想家 ピエ ール ・ルル ーの 「継続的進歩」(progres　continue)の影響
を受けた後、ついに見 出 した答えは、進化論を踏 まえた輪廻説であ った)。 この進 化論 につい
ては フ ィリップ ・ベルチエが指摘す るよ うに、サ ン ドは 明らかに当時翻訳 されていたチ ャール
ズ ・ダー ウィ ンの影響を受け てい る。 「備忘録』 に も孫た ち とダー ウィ ンを読ん でい る様 子が
記 されてい る)。
　妖精 は別 れに当た って少女に 「さ よ うな ら」(Adieu)と永遠 の言葉 を告 げ、そ して 「私 の
思い 出を持 っていてほ しいです」 と言 う。 この言 葉 の中にサ ン ドの心を見 る ことが で きる。
「人間 はある ことに気づ き始め ま した。学ぶべ き唯一 の主 人、それが 自然 なのです。」少 女が
最後に妖精か ら手のひ らに受け取 った 「うっす らと積 もった埃」 こそ、すべての生命の源であ
った。 その とらえがた い生 命は 「朝 日のば ら色 の光 の中で金色 の雲 とな って とけてい きま し
た)」。 この ロマン主義的 な夢 想 とともに、生命 の源に 自己 自身 を一 致 させ る ことに よって、
孫娘 と並んだ 白い犬に化身 した ジ ョル ジ ュ ・サ ン ドは澗れ果て ることのない永遠の豊か さの思
想に到達 した。ダン ドリッ トとは まさにその よ うな ファンタジーを含 む 「夢 のエ ク リチ ュール」
だ ったのであ る。
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(図3)祖 母 が 描 い た 子 ど もの 頃 の サ ソ ド
パ リ、 ロ マ ン チ ッ ク博物 館 蔵 、 パ ス テ ル
















(図2)『 ジ ョル ジ ュ ・サ ン ドの 肖 像 』







『フ レ デ リ ッ ク ・シ ョパ ソ の 肖 像 』
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(図12)ウジ ェー ヌ ・ドラ ク ロワ『 聖 母 の 教 育 』1842年、
油 彩 ・カ ソ ヴ ァス 、95.4×124cm、ドラ ク ロ ワ美 術 館 蔵














(図13)ウジ ェー ヌ ・ドラ ク ロワr聖 母 の 教 育 』1853年、
油 彩 ・カ ン ヴ ァス 、46×55.5cm、右 下 に署 名
東 京 、 国 立 西 洋 美 術 館 蔵 、 東 京博 物 館 よ り管 理 換 え 、 取 得年 度1979年
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ジ ョル ジ ュ ・サ ン ドと 絵 画
　 　 　 .α　　　　　　　　　　　　圃 血 画 「陣叩u℃閉'醐r醐脚 繊 ε ・
(図8)サ ン ド 「ル ル ドの 洞 窟 」
1825年
(図9)シ ャル パ ン チ エ 、 サ ン ド 『ジ ョル ジ ュ ・サ ソ ドと友 人 た ち 』
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(図10)ドラ ク ロワ『 花 壇 』1848-49年、 ル ー ヴ ル 美 術 館 蔵
No:94-054847◎Photo　RMN　/Jean-Gilles　Berizzi/amanaimages
(図11)サン ド 『花束』水彩
(図20)『ロロ 、 テ ィテ ィ ッ トとフ ァデ 　 滝 の 岸 辺 で 』
ダ ン ドリ ッ ト、121×151cm、パ リ、 ロ マ ン チ ック博 物 館 蔵
Dendrite:paysage　imaginaire　No:35787-17◎Roger　Viollet/amanaimages
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